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１．事業者の氏名及び住所 
事業者の名称  ：コスモ石油株式会社 
代表者の氏名  ：代表取締役社長 木村 彌一 
主たる事務所の所在地 ：東京都港区芝浦一丁目１番１号 
 

２．対象事業の名称 
コスモ石油株式会社堺製油所高度化事業 

 
３．対象事業の実施状況 

3-1．調査実施日 
平成 22年 12月 1日～平成 22年 12月 31日 
 

3-2．調査時の運転の状況 
    12月はすべての装置が通常運転状態であった。 

 
運転の内容 

平成 22年 12月 
上旬 中旬 下旬 

通常運転    
 

４．事後調査の方法 
4-1．調査内容 
   事後調査の調査項目、調査地点、調査期間及び頻度、並びに調査方法は、表-1 に

示す通りである。 
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表-1 施設の供用における事後調査の方法 

調査項目 調査地点 
調査期間及び 
頻度 

調査方法 

大気質 

窒素酸化物 
排出濃度・量 

各煙突 
図-1､3 参照 

第 1期運転開始後 5年 
高度化施設運転開始後 5年 
毎日 

連続測定装置等を用い
る方法 

低 NOx ﾊﾞｰﾅｰ性能 
排煙脱硝設備性能 

排煙脱硝設
備出入口 

第 1期運転開始後 5年 
高度化施設運転開始後 5年 
年 1回 

窒素酸化物濃度、残存酸
素 濃 度 等 よ り 算 出
(JIS-K-O104) 

二酸化硫黄 
排出濃度・量 

各煙突 
図-1､3 参照 

第 1期運転開始後 5年 
高度化施設運転開始後 5年 
毎日 

連続測定装置等を用い
る方法 

ベンゼン回収 
設備性能 

ベンゼン 
回収設備 
出入り口 

高度化施設運転開始後 5年 
年 2回 

ガスクロマトグラフ法 

水質 

水素イオン濃度 
化学的酸素要求量 
燐含有量 
窒素含有量 
 

新設排水処
理施設出口
図-2､3 参照 

第 1期運転開始後 5年 
高度化施設運転開始後 5年 
毎日 

連続測定装置を用いる
方法 

No.1 排水口 
及び 
No.3 排水口
図-2､3 参照 

第 1期運転開始後 5年 
高度化施設運転開始後 5年 
No.1 排水口：1回/週 
(ただし､窒素､燐含有量は 1
回/月) 
No.3 排水口：1回/月 

工場排水試験方法によ
る測定(JIS-K-0102) 

悪臭 アンモニア濃度 

敷地境界 
及び 
排水処理施
設周辺 
図-3参照 

第１期運転開始後および高
度化施設運転開始後に各１
回(夏季) 

環境庁告示第９号別表
第１による測定 

廃棄物 

発生量 
有効利用量 
最終処分量 
有効利用方法 

－ 
第 1期運転開始後 5年 
高度化施設運転開始後 5年 
年 1回 

廃棄物の記録台帳を元
に集計 

地球 
環境 

エネルギー消費 
原単位 
二酸化炭素排出量 

－ 
第 1期運転開始後 5年 
高度化施設運転開始後 5年 
年 1回 

製油所における燃料使
用量、電力使用量等より
年度データで算出 

 
 
 
５．事後調査の結果及び検証 
5-1．大気質 
 (1)各煙突の窒素酸化物排出濃度・量 
   平成 22年 12 月の窒素酸化物の排出状況は、別紙 1に示す通りである。 
3 号煙突の濃度(ppm)､排出量(m3N/時)の月間平均値と月間最大値が計画値を超過して
いるが、その他の煙突の濃度(ppm)、排出量(m3N /時)の月間平均値は計画値以下であ
り、製油所の合計の排出量(m3N /時)も計画値以下となっている。 
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・3号煙突 
3 号煙突で窒素酸化物が高くなった原因は、前月分のコスモ石油㈱堺製油所高度

化事業に係る事後調査報告書に記載した以下の内容と同じである。 
 
3 号煙突で窒素酸化物が高くなった原因は、流動接触分解装置(FCC)での触媒被毒

防止剤の使用により触媒再生塔からの排ｶﾞｽ中の窒素酸化物が若干高くなったこと
によるものである。 
FCC の原料は微量のﾆｯｹﾙを含有しており、この微量のﾆｯｹﾙが FCC 触媒の性能を低

下させる。(この触媒の性能を低下させることを触媒被毒と言う。) 
この性能低下を防ぐため、触媒被毒防止剤を使用している。しかし、この触媒被

毒防止剤の還元作用により、触媒再生塔内で十分燃焼せず、触媒再生塔の出口が高
温になるため、これを防ぐための酸化促進剤を使用している。 
この酸化促進剤により触媒再生塔内での燃焼が促進され、排ｶﾞｽの窒素酸化物が若

干、高くなる。 
触媒被毒防止剤については、本事業に関係なく、従来より FCC で使用してきたが、

過去に成分の一部が配管等を閉塞させる不具合が発生したため、使用を一時中止し
ていた経緯がある。 
供用時の計画値は平成 17年度の運転実績の平均値をもとに作成しているが、当該

時期は使用を中止していた時期であり、その後、閉塞防止対策を実施して使用を再
開した現状の窒素酸化物は、計画値よりも高くなっている。 
3 号煙突での窒素酸化物の計画値の超過分については他煙突の系統にある設備か

らの窒素酸化物量を減らすことにより、製油所全体の窒素酸化物の排出量は計画値
以下を順守している。 
現在、超過している 3号煙突については、3号煙突自体での窒素酸化物低減のた

め、FCC での運転条件等の検討を行い、窒素酸化物を低減させるよう努力する。 
 
 (2)各煙突の二酸化硫黄排出濃度・量 

平成 22 年 12 月の二酸化硫黄の排出状況は、別紙 2に示す通りである。 
   濃度(ppm)、排出量(m3N /時)の全てが計画値以下である。 

 
5-2．水質 
 概要 
   海域に放流しているNo.1排水口、No.3排水口において計画値の超過は無いが、No.1 
  排水口の上流にある新設排水処理施設出口において一時的に計画値を超過した。 
 
(1) 新設排水処理施設出口 
平成 22 年 12 月の新設排水処理施設出口の排水水質の状況は、別紙 3に示す通り 

   である。12月 16 日の全窒素濃度(mg/l)と 12 月 31 日の全燐濃度(mg/l)が計画値を上 
   まわっているが月間平均値は計画値以下である。 

全窒素と全燐の汚濁負荷量及びその他の排水量、水素イオン濃度、化学的酸素要
求量は全て計画値以下である。 
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・新設排水処理施設出口の全窒素の濃度 
  12 月 16 日の全窒素濃度が計画値に比較して大きくなった理由は、新設排水処理施
設の生物処理設備での硝化脱窒反応の促進及び性能確認の影響である。 

   現在、生物処理設備では以下の２つの方法で排水中の窒素除去を行っている。 
    ①硝化脱窒反応 
       活性汚泥中の硝化脱窒菌の働きにより、排水中窒素を硝酸に変化させ、そ

の後、窒素ｶﾞｽと水に分解することで、窒素除去する反応。 
 
    ②有機物分解による窒素同化作用 
       活性汚泥中の有機物分解菌が排水中の有機物を分解し、増殖する際、栄養

源として、排水中の窒素分を菌体内に取りこむことで、結果的に排水中か
ら窒素が除去される作用。増殖した菌は、生物処理設備内の菌濃度を一定
に保つ為、引き抜かれ、産業廃棄物処分される。 

 
    この生物処理設備で窒素除去ﾌﾟﾛｾｽとして採用しているものは①であるが、現在ま

で所定の窒素分解性能が得られておらず、①と②を組み合わせることにより計画値
以下を保っている。しかし、本来の設計ﾌﾟﾛｾｽである①で窒素除去をすることにより、
汚泥の産業廃棄物処分量を減らす運転を志向している。 

 
    そこで、12月10日より①の促進及び性能確認を目的に、窒素負荷を段階的に上げ

るため、窒素負荷源の硫酸ｱﾝﾓﾆｳﾑを生物槽に注入したところ、①による窒素低減速
度が追従しなくなり、硫酸ｱﾝﾓﾆｳﾑの注入を停止したが一時的に計画値超過に至った。 

 
    今後は②の作用により排水の窒素を低減しながら、注意して①の促進及び性能確

認を行う。 
   
・新設排水処理施設出口の全燐の濃度 

    12月31日の全燐濃度が計画値に比較して大きい理由は、同施設の生物処理設備か
ら発生する汚泥の抜き出し量低減の影響である。 

    年末年始は生物処理設備から抜き出した汚泥の産業廃棄物処分ができないため、
汚泥の抜き出し量を低減した。これにより生物処理設備から汚泥がリークし、下流
の凝集加圧浮上処理設備等での凝集性燐の除去が一時的に不十分となった。 

  全燐濃度上昇時の対応として凝集剤の注入量を増量し、翌日には計画値以下とし
たが、今後の汚泥の抜き出し量等については管理の徹底を図る。 

        
 (2)No.1 排水口出口 

平成 22 年 12 月の NO.1 排水口の排水水質の状況は、別紙 4に示す通りである。 
   排水量、水素イオン濃度、化学的酸素要求量、窒素含有量、燐含有量の全てが計画 
   値以下である。 
 
 (3)No.3 排水口出口 

平成 22 年 12 月の NO.3 排水口の排水水質の状況は、別紙 5に示す通りである。 
   排水量、水素イオン濃度、化学的酸素要求量、窒素含有量、燐含有量の全てが計画 
   値以下である。  
           以上 
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図-3（1） 供用時における二酸化硫黄、窒素酸化物調査地点（既設装置） 
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図-3（2） 供用時における二酸化硫黄、窒素酸化物調査地点（既設装置） 

 

 

低NOxバーナー採用

高度化後に予備の施設となる装置

付着炭素

FCCガソリン脱硫
装置2号加熱炉

第2軽油水添
脱硫装置加熱炉

排煙脱硝
設備

水素製造装置
3号加熱炉

廃硫酸再生装置
直火炉

水素製造装置
2号加熱炉

流動接触分解装置
触媒再生塔

電気集じん機

水素製造装置
1号加熱炉

FCCガソリン脱硫
装置3号加熱炉

排煙脱硝
設備

FCCガソリン脱硫
装置1号加熱炉

燃料ガス

排煙脱硫
設備

４
号
煙
突

７
号
煙
突

５
号
煙
突 ６

号
煙
突

３
号
煙
突

3 

4 

5 

6 

7 

大気質調査地点 

6

1



 
 

16

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3（3） 供用時における二酸化硫黄、窒素酸化物調査地点（新設装置） 
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図-5 大気質、水質及びアンモニア濃度調査地点 

14 

水質調査 （新設排水処理施設出口、No.1 及び No.3 排水口の計 3地点） 

アンモニア濃度調査（敷地境界 6地点、排水処理施設周辺 1地点の計 7地点） 
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出
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均
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示
す
。

　
　
2.
高
度
化
後
に
は
別
途
表
中
の
数
字
を
「
評
価
書
」
高
度
化
後
の
記
載
値
（
計
画
値
）
を
記
入
す
る
。
　

　
　
3.
事
後
調
査
は
第
1期
工
事
後
5年
間
及
び
高
度
化
後
5年
間
実
施
す
る
。

　
　
4.
窒
素
酸
化
物
濃
度
は
酸
素
濃
度
4％
換
算
値
を
示
す
。
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計
画
値
は
平
成
17
年
度
実
績
値
（
年
平
均
値
）
を
基
に
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工
事
後
を
予
測
し
た
値
を
示
す
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5号
煙
突
　
調
査
地
点
5
6号
煙
突
　
調
査
地
点
6
7号
煙
突
　
調
査
地
点
7
8号
煙
突
　
調
査
地
点
8

別
紙
1　
窒
素
酸
化
物
の
排
出
状
況
に
関
す
る
事
後
調
査
結
果
（
供
用
時
）

時
期

各
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突
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出
値

合
計

窒
素
酸
化
物
排
出
量

1号
煙
突
　
調
査
地
点
1
2号
煙
突
　
調
査
地
点
2
3号
煙
突
　
調
査
地
点
3
4号
煙
突
　
調
査
地
点
4
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08
9

0.
64
4

17
日

0.
2

0.
07
7

9.
4

0.
51
0

0.
1

0.
00
5

0.
4

0.
00
04

0.
5

0.
00
6

0.
5

0.
00
19

0.
5

0.
00
39

0.
4

0.
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4

0.
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7

18
日

0.
2

0.
07
7

10
.2

0.
57
4

0.
0

0.
00
0

0.
4

0.
00
04

0.
5

0.
00
6

0.
5

0.
00
21

0.
5

0.
00
38

0.
4

0.
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7

0.
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0

19
日

0.
2

0.
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7

9.
9

0.
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3

0.
0

0.
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0

0.
4

0.
00
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0.
5

0.
00
6

0.
5

0.
00
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0.
5

0.
00
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0.
4

0.
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6

0.
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8

20
日

0.
2

0.
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6

9.
9

0.
53
0

0.
0

0.
00
0

0.
4

0.
00
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0.
5

0.
00
6

0.
4

0.
00
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0.
5

0.
00
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0.
5

0.
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3

0.
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21
日

0.
2

0.
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5

5.
8

0.
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2

0.
0

0.
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0

0.
4

0.
00
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0.
5

0.
00
5
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4

0.
00
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0.
5

0.
00
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0.
5

0.
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0

0.
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22
日

0.
2

0.
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4

8.
6

0.
45
2

0.
0

0.
00
0

0.
4

0.
00
04

0.
5

0.
00
5

0.
4

0.
00
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0.
5

0.
00
39

0.
5

0.
09
7

0.
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4

23
日

0.
2

0.
07
5
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2

0.
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1

0.
0

0.
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0

0.
4

0.
00
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0.
5

0.
00
6

0.
4

0.
00
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0.
5

0.
00
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0.
5

0.
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5

0.
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3

24
日

0.
2

0.
07
5

8.
3

0.
45
3

0.
0

0.
00
0

0.
4

0.
00
05

0.
5

0.
00
6

0.
5

0.
00
19

0.
5

0.
00
44

0.
5

0.
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5

0.
63
6

25
日

0.
2

0.
07
5

8.
4

0.
45
1

0.
0

0.
00
0

0.
4

0.
00
05

0.
5

0.
00
6

0.
5

0.
00
21

0.
5

0.
00
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0.
5

0.
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5

0.
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3

26
日

0.
2

0.
07
3

8.
9

0.
46
8

0.
0

0.
00
0

0.
4

0.
00
04

0.
5

0.
00
5

0.
5

0.
00
21

0.
5

0.
00
48

0.
5

0.
09
8

0.
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1

27
日

0.
2

0.
07
2

8.
8

0.
46
2

0.
0

0.
00
2

0.
4

0.
00
04

0.
5

0.
00
5

0.
5

0.
00
21

0.
5

0.
00
48

0.
5

0.
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6

0.
64
5

28
日

0.
2

0.
07
2

8.
9

0.
47
3

0.
0

0.
00
1

0.
4

0.
00
05

0.
5

0.
00
7

0.
5

0.
00
19

0.
5

0.
00
45

0.
5

0.
09
5

0.
65
5

29
日

0.
2

0.
07
2

8.
9

0.
47
3

0.
0

0.
00
1

0.
4

0.
00
05

0.
5

0.
00
7

0.
5

0.
00
19

0.
5

0.
00
45

0.
5

0.
09
0

0.
65
0

30
日

0.
2

0.
07
4

9.
3

0.
50
5

0.
1

0.
00
1

0.
4

0.
00
05

0.
5

0.
00
7

0.
5

0.
00
20

0.
4

0.
00
45

0.
5

0.
09
2

0.
68
7

31
日

0.
2

0.
07
3

9.
0

0.
48
4

0.
0

0.
00
1

0.
4

0.
00
05

0.
5

0.
00
7

0.
5

0.
00
18

0.
4

0.
00
44

0.
5

0.
09
2

0.
66
3

注
：
1.
排
出
濃
度
及
び
排
出
量
は
1日
平
均
値
を
示
す
。

　
　
2.
高
度
化
後
に
は
別
途
表
中
の
数
字
を
「
評
価
書
」
高
度
化
後
の
記
載
値
（
計
画
値
）
を
記
入
す
る
。
　

　
　
3.
事
後
調
査
は
第
1期
工
事
後
5年
間
及
び
高
度
化
後
5年
間
実
施
す
る
。

　
　
4.
二
酸
化
硫
黄
濃
度
は
排
ガ
ス
実
酸
素
濃
度
に
お
け
る
値
を
示
す
。

  
  
5.
計
画
値
は
平
成
17
年
度
実
績
値
（
年
平
均
値
）
を
基
に
第
１
期
工
事
後
を
予
測
し
た
値
を
示
す
。

6号
煙
突
　
調
査
地
点
6
7号
煙
突
　
調
査
地
点
7
8号
煙
突
　
調
査
地
点
8

別
紙
2　
二
酸
化
硫
黄
の
排
出
状
況
に
関
す
る
事
後
調
査
結
果
（
供
用
時
）

時
期

各
煙
突
排
出
値

合
計

二
酸
化
硫
黄
排
出
量

1号
煙
突
　
調
査
地
点
1
2号
煙
突
　
調
査
地
点
2
3号
煙
突
　
調
査
地
点
2
4号
煙
突
　
調
査
地
点
4
5号
煙
突
　
調
査
地
点
5
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別紙3　排水水質の状況に関する事後調査結果（新設排水処理施設出口：供用時）

平成22年　12月度
年月日 新設排水処理実績値

新設排水処理施設出口　調査地点12

排水量 水素イオン濃度 化学的酸素要求量 全窒素 全隣

m3/日 ― 濃度　mg/L 汚濁負荷量　kg/日 濃度　mg/L 汚濁負荷量　kg/日 濃度　mg/L 汚濁負荷量　kg/日

計画値 3,960 6-8 6.0 23.8 5 19.8 0.07 0.3

月間平均値 2,754 7 2.2 6.2 4 10.3 0.02 0.1
月間最大値 2,944 7 2.7 7.4 6 15.1 0.09 0.2

1日 2,729 7 2.7 7.4 4 11.2 0.02 0.1
2日 2,766 7 2.7 7.4 5 13.6 0.02 0.1
3日 2,857 7 2.6 7.4 5 14.7 0.02 0.1
4日 2,862 7 2.2 6.4 4 11.9 0.02 0.1
5日 2,846 7 2.1 6.1 3 9.9 0.02 0.1
6日 2,901 7 2.1 6.2 3 9.9 0.02 0.1
7日 2,862 7 2.2 6.2 4 10.8 0.02 0.1
8日 2,814 7 2.1 5.8 4 12.3 0.02 0.1
9日 2,821 7 2.0 5.7 4 11.5 0.02 0.0
10日 2,841 7 2.0 5.6 4 11.3 0.02 0.1
11日 2,776 7 2.2 6.0 5 13.6 0.02 0.1
12日 2,831 7 2.2 6.4 4 12.0 0.02 0.1
13日 2,887 7 2.3 6.5 4 11.6 0.02 0.1
14日 2,842 7 2.3 6.5 4 12.5 0.02 0.1
15日 2,825 7 2.3 6.6 4 11.2 0.02 0.1
16日 2,696 7 2.2 6.0 6 15.1 0.02 0.1
17日 2,944 7 2.2 6.5 4 12.3 0.02 0.1
18日 2,828 7 2.3 6.5 3 8.5 0.02 0.1
19日 2,781 7 2.4 6.7 2 6.4 0.02 0.1
20日 2,677 7 2.6 6.9 3 7.2 0.02 0.1
21日 2,329 7 2.5 5.9 3 6.5 0.02 0.1
22日 2,500 7 2.5 6.2 3 6.8 0.02 0.1
23日 2,635 7 2.3 6.0 3 7.9 0.02 0.1
24日 2,469 7 2.1 5.2 3 6.6 0.02 0.1
25日 2,552 7 2.0 5.0 3 7.4 0.02 0.1
26日 2,575 7 1.7 4.3 3 8.6 0.02 0.1
27日 2,632 7 1.8 4.8 3 8.3 0.04 0.1
28日 2,763 7 2.1 5.7 3 9.6 0.03 0.1
29日 2,868 7 2.2 6.3 4 12.3 0.04 0.1
30日 2,859 7 2.2 6.2 4 10.1 0.04 0.1
31日 2,795 7 2.4 6.8 3 8.7 0.09 0.2

注：1.事後調査は第1期工事後5年間及び高度化後5年間実施する。

　　2.排水性状値については自動分析計の日間平均値を記載。
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別紙4　排水水質の状況に関する事後調査結果（No.1排水口出口：供用時）

第1期工事後
実績値

No.1排水口　調査地点11

排水量 水素イオン濃度 化学的酸素要求量 窒素含有量 燐含有量

m3/日 ― 濃度　mg/L 汚濁負荷量　kg/日 濃度　mg/L 汚濁負荷量　kg/日 濃度　mg/L 汚濁負荷量　kg/日

計画値
（第1期工事後） 21,891 6-8 6.5 142.3 5 109.5 0.07 1.5

平成２２年１０月度 16,897 7 6.1 103.1 3 50.7 0.08 1.4

平成２２年１１月度 15,148 8 6.4 96.9 4 60.6 0.05 0.8

平成２２年１２月度 15,856 7 6.2 98.3 5 79.3 0.05 0.8

平成２３年１月度

平成２３年２月度

平成２３年３月度

平成２３年４月度

平成２３年５月度

平成２３年６月度

平成２３年７月度

平成２３年８月度

平成２３年９月度
注：1.事後調査は第1期工事後5年間及び高度化後5年間実施する。
　　2.水素イオン濃度、化学的酸素要求量の性状値については1回/週の測定値の平均値を示す。
　　3.窒素含有量、燐含有量の性状値については1回/月(12月2日）の測定値を示す。

年月日
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別紙5　排水水質の状況に関する事後調査結果（No.3排水口出口：供用時）

第1期工事後
実績値

No.3排水口　調査地点10

排水量 水素イオン濃度 化学的酸素要求量 窒素含有量 燐含有量

m3/日 ― 濃度　mg/L 汚濁負荷量　kg/日 濃度　mg/L 汚濁負荷量　kg/日 濃度　mg/L 汚濁負荷量　kg/日

計画値
（第1期工事後） 215 6-8 6.9 1.5 3 0.6 0.3 0.1

平成２２年１０月度 178 8 5.4 1.0 2 0.4 0.1 0.0

平成２２年１１月度 169 8 5.1 0.9 1 0.2 0.1 0.0

平成２２年１２月度 188 8 4.7 0.9 2 0.4 0.2 0.0

平成２３年１月度

平成２３年２月度

平成２３年３月度

平成２３年４月度

平成２３年５月度

平成２３年６月度

平成２３年７月度

平成２３年８月度

平成２３年９月度

注：1.事後調査は第1期工事後5年間及び高度化後5年間実施する。
　　2.水素イオン濃度、化学的酸素要求量、窒素含有量、燐含有量の性状値については1回/月(12月2日）の測定値を示す。

年月日
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